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【備考】
設計ガイドライン及びパンフレットの

内容については現在、｢案｣の段階です。
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設計ガイドライン・パンフレットの必要性

ＺＥＢ実現のノウハウは十分に浸透していない

�ＺＥＢロードマップ検討委員会とりまとめ（2015年12月）におい
て、ＺＥＢが定義された。

� ＺＥＢ Ｒｅａｄｙ （５０％省エネ ※再生可能エネルギーを除く）

� Ｎｅａｒｌｙ ＺＥＢ （７５％省エネ ※再生可能エネルギーを含む）

� 『ＺＥＢ』 （１００％省エネ ※再生可能エネルギーを含む）

�ＺＥＢの実現・普及に向けては、「建物用途や規模、地域等に配
慮した上で、技術や設計手法、コスト・便益等に関する情報を集
約・蓄積し、設計ガイドラインとして整理・更新することで、広くノウ
ハウを共有することが重要」とされている。
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諸外国における設計ガイドライン事例

米国では50%省エネガイドが無料で入手可能
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出所）50 Percent AEDG（The Advanced Energy Design Guide series） Free Downloadページ
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設計ガイドライン・パンフレットの位置付け

ＺＥＢのさらなる認知度向上・ノウハウ浸透を目指す
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設計事務所・
ゼネコン・

不動産事業者
（設計担当）

ビルオーナー・
不動産事業者

提供する情報・価値

• ＺＥＢ実現のアプローチや
関連技術

• 省エネ基準に準拠した計
算プログラムでの反映方法

• コストの目安
• ＺＥＢの実例

• ＺＥＢの概要
• ＺＥＢのメリット（光熱費削
減、不動産価値・ＢＣＰ注・
知的生産性の向上）

• コストの目安
• ＺＥＢの実例

情報媒体

• 設計ガイドライン

• パンフレット

目的

• ＺＥＢの認知や
関心度の向上

• ＺＥＢのノウハウ
共有

• ＺＥＢの認知や
関心度の向上

注）Business Continuity Plan（事業継続計画）



設計ガイドライン・パンフレットの公開方法

ウェブサイトでの公開（ダウンロード可）を想定
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☑設計ガイドライン

☑WEBプログラム
（建築物省エネ法）
計算シート

☑パンフレット

� 設計技術者向け

� 用途別に作成

� ＺＥＢ化のための技術の組み合わせ
（設計ノウハウ）

� 当該技術の省エネ効果、追加コスト等

� 実際の設計事例

� 施主向け

� 全体版及び用途別に作成

� ＺＥＢ化によるメリット
（省エネメリット、執務環境の改善等）

� ＺＥＢの達成方法、実際の設計事例

� 活用可能な制度等



設計ガイドライン・パンフレットの使用時期（イメージ）

ビル建築の関係者間のコミュニケーションを誘発
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企画・構想段階 基本・実施設計段階

設計事務所
ゼネコン

コンサル等

不動産事業者
ビルオーナー

ＺＥＢの提案

ＺＥＢの相談

意匠設計者 設備設計者

ＺＥＢに必要な
建築計画・設備設計の

コミュニケーション



9

１．設計ガイドライン・パンフレットの必要性１．設計ガイドライン・パンフレットの必要性

２．設計ガイドライン（案）について２．設計ガイドライン（案）について

３．パンフレット（案）について３．パンフレット（案）について

４．ＺＥＢの実現・普及に向けて４．ＺＥＢの実現・普及に向けて

※ ＺＥＢ：Net Zero Energy Buildings （ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）

目次（再掲）



設計ガイドライン（案）の新規性

省エネ基準に準拠した計算プログラムに基づく、
ＺＥＢ設計ガイドライン（A4・200頁程度）を想定

�ポイント❶
ＺＥＢの出発点であるZEB Ready
（省エネ率50%）実現のアプローチ
や留意事項を掲載

�ポイント❷

設備用途別の省エネ効果やコストの
目安を掲載

�ポイント❸

省エネ基準に準拠した計算プログラ
ムでの解説を掲載
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設計ガイドライン（案）の新規性｜ポイント❶

ZEB Ready に資するパッシブ・アクティブ技術を掲載

� ZEB Readyの実現には、①先進的な建築設計によるエネルギー負荷の抑制や
②パッシブ技術の採用による自然エネルギーの積極的な活用、③高効率な設備
システムの導入等により、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネ化が重要
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設計ガイドライン（案）の新規性｜ポイント❶

ZEB Ready 実現のアプローチに沿って目次を構成

� 1章 はじめに
▪ 非住宅建築物の省エネ関連動向やガイドラインの目的

� 2章 ZEBの設計プロセスと要素技術
▪ ＺＥＢの建築計画・設備計画の思想や要素技術

� 3章 パッシブ技術

� 4章 アクティブ技術（省エネルギー）

� 5章 アクティブ技術（再生可能エネルギー）

� 6章 マネジメント（運用時の省エネ）
▪ ＺＥＢへのアプローチ、省エネ基準に準拠した計算プログラムでの
反映方法、コストの目安（計算可能な技術に限る） 等

� 7章 事例集
▪ ＺＥＢ実証事業での事例や計算モデルの入力シート
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設計方針
の確認

モデル化
（設計時評価）

モデル化
（運用時評価）

実例の確認



設計ガイドライン（案）の新規性｜ポイント❶

各章の構成

�各章の冒頭に、「技術の導入目
的」や「留意事項（技術の導入
アプローチ）」等を掲載

�ＺＥＢへの理解や、実現に向け
た適切なノウハウの浸透を図る
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設計ガイドライン（案）の新規性｜ポイント❷

省エネ効果の全体像
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�例えば、約10,000㎡の事
務所ビルの場合、省エネ
基準相当のビルと比べ、

� 空調で30%省エネ

� 照明で16%省エネ

� 換気・給湯・昇降機で4%
省エネ

により、ZEB Readyを実
現するモデルビルを紹介



設計ガイドライン（案）の新規性｜ポイント❸

計算プログラムの入力シートに従い必要箇所を掲載
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

外壁名称 壁の種類 熱貫流率 建材番号 建材名称 厚み 備考

[W/㎡K] [mm]
(選択) (選択) (選択)

R1 外壁 室内側

70 ロックウール化粧吸音板 12
62 せっこうボード 10
302 非密閉空気層
41 コンクリート 150 普通コンクリート
47 セメント・モルタル 15
102 FRP 5
47 セメント・モルタル 15
181 押出法ポリスチレンフォーム　保温板　1種 50
41 コンクリート 60 普通コンクリート

室外側
W1 外壁 室内側

62 せっこうボード 8
302 非密閉空気層
181 押出法ポリスチレンフォーム　保温板　1種 25
41 コンクリート 150 普通コンクリート
47 セメント・モルタル 25
67 タイル 10

室外側
FG1 接地壁 室内側

101 ビニル系床材 3
47 セメント・モルタル 27
41 コンクリート 150 普通コンクリート

室外側

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

外壁名称 壁の種類 熱貫流率 建材番号 建材名称 厚み 備考

[W/㎡K] [mm]
(選択) (選択) (選択)

R1 外壁 室内側

70 ロックウール化粧吸音板 12
62 せっこうボード 10
302 非密閉空気層
41 コンクリート 150 普通コンクリート
47 セメント・モルタル 15
102 FRP 5
47 セメント・モルタル 15
181 押出法ポリスチレンフォーム　保温板　3種 100
41 コンクリート 60 普通コンクリート

室外側
W1 外壁 室内側

62 せっこうボード 8
302 非密閉空気層
181 押出法ポリスチレンフォーム　保温板　3種 50
41 コンクリート 150 普通コンクリート
47 セメント・モルタル 25
67 タイル 10

室外側
FG1 接地壁 室内側

101 ビニル系床材 3
47 セメント・モルタル 27
41 コンクリート 150 普通コンクリート

室外側

AFTER （ZEB Ready相当）BEFORE （基準相当）

�以下の例では、外壁や屋根の断熱材の性能や厚さを変更



設計ガイドラインの作成方針

建物用途別の特徴やＺＥＢ実証事業の状況等を鑑み、
設計ガイドラインは、以下の建物用途を試行的に作成予定
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事務所編
� 建物用途別のエネルギー消費が最大であることに加
え、H28年度ＺＥＢ実証事業の申請数が最も多い

� なお、事務所編については、中規模（10,000㎡のモデル

ビル）と小規模（2,000㎡のモデルビル）別に作成予定

老人ホーム・
福祉ホーム編

スーパーマーケット
編

� 平成２８年度ＺＥＢ実証事業の申請数が事務所に次
いで多いことに加え、日本の高齢化を鑑みると、将来
的にも一定程度の新規建設が見込まれると想定

� 建物用途別のエネルギー消費が事務所に次いで大
きいことに加え、毎年一定程度の新規出店が見込ま
れると想定

注）「学校編」については、省エネ基準に準拠した計算プログラム（簡易版）を作成予定
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パンフレットの新規性

ビルオーナーや不動産事業者向けの
簡単なパンフレット（A4・8頁程度）を想定

�ポイント❶
ＺＥＢがもたらす効果を掲載

�ポイント❷

ＺＥＢの実現に向け、ビルオーナー
等が実施すべき事項やコストの目安
等を掲載

�ポイント❸

ＺＥＢの関連補助制度や問い合わせ
先を掲載
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パンフレットの新規性｜ポイント❶

ＺＥＢの光熱費削減や、ＢＣＰ・不動産価値・
知的生産性の向上等の可能性について掲載
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パンフレットの新規性｜ポイント❷

ＺＥＢ実現に向けたビルオーナーの関心事項
（いつ、何を検討すべきか、どの程度の費用感か等）を掲載
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パンフレットの新規性｜ポイント❸

裏表紙には、ＺＥＢの関連補助制度や問い合わせ先を掲載
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� 「ＺＥＢの関連補助制度」、「設計
ガイドライン」、「第三者認証」に
関する事項を掲載

�ＺＥＢに関心があるビルオーナー
や不動産事業者等に対し、相談
窓口や活用可能なインセンティ
ブの情報提供につなげる
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ＺＥＢの実現と普及に向けて

ＺＥＢ（ＺＥＢ Ｒｅａｄｙ 含む）は、決して実現不可能ではない

�ZEBは、快適性・知的生産性にも優れた執務環境を備えたビル
を目指すべき

�窓面積が大きく（フルハイト型）でも、WEBプログラムで評価可能
である汎用的な最新技術・制御を上手く組み合わせれば、ZEB 
Ready到達の可能性が見えた

�ZEB Readyを超えるビルを目指すには、コストが高い技術の積
極導入も必要。NEBs（Non-Energy Benefits）も含めた評価の確立へ
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ＺＥＢの実現と普及に向けて

関係事業者の皆様にも、ＺＥＢに触れていただきたい

�公開するＷＥＢプログラムの計算シートを操作していただき、
“どの技術を導入すれば、どの程度、ＺＥＢに近づくのか”
について理解を深めていただきたい

�上記を踏まえ、設計ガイドラインの継続的なアップデートに向け
た、事業者様からのフィードバックをお願いしたい
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ご清聴ありがとうございました。
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